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がある。我々は過去の報告で、 935 症例の ICU 帰室以外の術後患者の遡及的調査で、全





し、 Ra 異常の検出されなかった患者における Sp 0 2 低下の発生率をアウトカムとし、 傾向
スコアマッチングを用いて Ra 異常の患者の発生率を遡及的に比較した。 更に RR a 異常
が認められなかった群とRR a 異常を認めた群に分け Sp0 2低下をアウトカムとし、 多変量解
析を用いて、Sp 0 2低下に関連する因子解析を行った。
【結果] 935 例のうち、RRa 異常は 576 人の患者で観察されず、Ra 異常が認められなかった群
のオッズ比および 95 % CI は 2.56 (1. 38-4.5 、P = 0.02) で、 Sp02 低下は 76 人 (13. 2% )
の患者で観察された。
傾向スコアマッチングを行った結果、 Ra 異常が認められなかった 259 症例および呼吸
数異常を認めた 259 症例においてランク付けを行った。 Sp 0 2 低下の発生率は、 [RR a 変
化なし VS. RR a 変化あり: 39/2 0 (15.1 % )vs . 16 /24 3 (6.2 % ) ] となり、RR a 異常を認めな
かった群で、発生率が高かった。
多変量解析の結果、 手術時間 (OR 、1. 018 / 10 分増加、 95%CI、1. 002~ 1. 035 ) が 、 RRa
異常と独立して Sp 0 2の低下と関連していた。
[結語]全身麻酔 後の Sp 0 2 低下は、酸素療法下で、呼吸数のモニタリングがなされ、RR a 異常の
ない患者では逆説的に発生した。手術時間は、術後の Sp0 2低下の可能性は RR a モニタ
リング装置のアラームがなくても発生することがある。
